
平成３０年度 第２回公共事業評価専門委員会

議 事 概 要

区 分 内 容

1.日 時 平成３０年７月２０日（金） １０：００～１２：４０

2.場 所 道庁本庁舎１１階 共用Ａ会議室

3.出席者 （委員）内田委員長、山本副委員長、庄子委員、玉堀委員、中津川委員
野呂委員、渡部委員

（道側）総合政策部計画推進課 石川課長、諸岡主幹
建設部建設政策課 鈴木課長、栗原主幹 他

4.議 事 ◆議事（１）：委員長及び副委員長の選出について
及 び ・互選により、委員長に内田委員、副委員長に山本委員が選出された。
結果等

◆議事（２）：過年度公共事業（大規模等）事前評価対象地区の事業採択結
果報告について

・今年度採択された28地区(農政部17地区、水産林務部8地区、建設部３
地区）の報告を行った。

◆議事（３）：平成30年度公共事業評価における実施方針（案）について
・平成30年度の公共事業における実施方針（案）及び様式（案）のとお
り決定した。
● 委員からの主な意見
・再評価調書（様式３）の進捗状況欄「ｂ」は、「事業計画（期間）
等を変更し実施する。」と記載されているが、事業の変更内容を具
体的に記載するとともに、その変更が事業を継続していくうえで、
適正であるということがわかるように記載方法を検討すること。

◆議事（４）：公共事業再評価対象地区の分担について
①事業費に10億円以上の増減が生じた地区の報告
・事業費に10億円以上の増減が生じた４地区について変更概要を報告
「農地整備事業費（中山間地域型）大谷地区」及び「都市計画街路
事業費３・３・20永山東光線」の２地区は、事業内容の再確認のた
め再評価対象地区とし、進捗率が高く、事業内容に大幅な変更が認
められない他の２地区は、再評価対象外とすることを決定した。

● 委員からの主な意見
・都市計画街路事業費（３・３・304南大通）

既設函渠への影響軽減策などの検討にあたっては、コスト縮減に
留意すること。

②評価実施年度の翌年度完了見込み地区の報告
・評価実施年度の翌年度完了見込み１１地区を報告し、再評価対象外
とすることを決定した。

③評価対象外地区の変更に係る報告
・平成27年度に高進捗率及び主要工事完了地区として再評価対象外と
した都市計画街路事業費（３・３・８金星橋通）地区について、事
業期間の変更理由等を報告し、再評価対象外とすることを決定した

④再評価担当地区の分担について
・再評価対象48地区のうち、「道営農道整備事業費(日高中部地区)」
及び「河川総合流域防災事業費(チマイベツ川)」の２地区を全員評
価地区として決定。

・各委員担当地区の分担は、「議事（４）①」において、再評価対象
地区を２地区追加したため、後日、委員長と協議のうえ決定。

5.その他 ○平成30年度公共事業評価専門委員会スケジュールについて事務局より説明
○公共事業評価専門委員会の今後の審議方法について事務局より提案し、了
承を得た。次回の公共事業評価専門委員会から実施する。

○平成30年度第１回公共事業評価専門委員会において付帯意見を付した事前
評価地区「道路改築事業費(釧路空港インター線(仮称))」に関し、費用便
益比における便益以外の主な経済効果について、事前評価調書に基づき説
明し了承を得た。当該調書は、事前評価結果のホームページに掲載する。

（総合政策部政策局計画推進課政策評価G）


